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森
の
聞
き
書
き
甲
子
園

　

平
成
14
年
、
社
団
法
人
国
土
緑

化
推
進
機
構
は
、
造
林
手
、
炭
焼

き
職
人
、
漆
掻
き
職
人
な
ど
、
森

を
守
り
、
育
て
、
そ
の
恵
み
を
活

か
す
知
恵
や
技
術
を
継
承
す
る

人
々
を「
森
の
名
手
・
名
人
」と
し

て
選
定
・
表
彰
す
る
こ
と
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
と
合
わ
せ
、
林
野

庁
と
文
部
科
学
省
が
全
国
か
ら
高

校
生
１
０
０
人
を
募
集
し
、「
森

の
聞
き
書
き
甲
子
園
」を
実
施
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
聞
き
書
き
」と
は
、
文
字
通

り
、
相
手
の
話
を
聞
き
、
そ
の
語

り
口
を
活
か
し
て
文
章
に
ま
と
め

る
手
法
で
す
。
聞
き
手
の
質
問
に

よ
っ
て
話
し
手
の
語
る
内
容
も
変

化
す
る
の
で
、
高
校
生
は「
聞
き

書
き
」を
通
し
て
森
の
名
人
と
対

話
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
し
て
、
異
な
る
世
代
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
森
の
聞
き
書
き
甲
子
園
」は
、

平
成
22
年
で
９
回
目
を
数
え
ま

す
。
現
在
は
、
林
野
庁
、
文
部
科

学
省
、
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進

機
構
、
共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
４
者
で
形
成
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
に
始
ま
っ
た「
森
の
聞
き
書
き
甲
子
園
」は
、

日
本
全
国
の
高
校
生
が
森
に
関
わ
る
経
験
や
技
術
を
先
人

か
ら
受
け
継
い
で
い
る「
名
人
」を
訪
ね
、
そ
の
生
き
方
を

聞
き
書
き
し
、
記
録
す
る
活
動
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
存

の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「
森
の
聞
き
書
き
甲
子
園
」に
参

加
し
た
高
校
生
や
大
学
生
の
森
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の

活
動
を
母
体
に
、
平
成
19
年
に
設
立
さ
れ
、
森
と
人
の
暮

ら
し
を
つ
な
ぐ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ブナの苗木を植樹（新潟県高根集落）

ブナを植樹した下に広がる棚田（新潟県高根集落）

地域の未来を描く（新潟県高根集落）
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こ
の
運
営
を
通
じ
、
森
と
人
の
暮

ら
し
を
考
え
る
高
校
生
を
育
て
る

こ
と
は
、
現
在
も
共
存
の
森
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
の
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
共
存
の
森
」の
活
動

　
「
森
の
聞
き
書
き
甲
子
園
」に
参

加
し
、
森
と
共
に
生
き
て
き
た
名

人
の
言
葉
に
心
を
動
か
さ
れ
た
高

校
生
た
ち
が
、
た
だ
話
を
聞
い
た

だ
け
で
終
わ
り
に
し
た
く
な
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
森
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
の
活
動
を
始
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

森
の
名
人
と
一
緒
に
森
に
入
り
、

炭
焼
き
や
山
菜
採
り
な
ど
の
暮
ら

し
の
知
恵
を
体
験
し
た
り
、
地
域

の
お
年
寄
り
に
話
を
聞
き
、
山
村

の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
。

「
森
の
聞
き
書
き
甲
子
園
」の
卒
業

ワ
ー
ク
の
学
生
た
ち
、
総
勢
60
人

で
、
約
１
３
０
０
本
の
ブ
ナ
の
木

を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

植
樹
し
た
天て

ん
が
い蓋
高
原
は
、
棚
田

の
最
上
部
に
位
置
す
る
、
集
落
の

共
有
地
で
す
。
か
つ
て
、
こ
こ
で

は
牛
の
放
牧
が
営
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
牛
を
飼
わ
な
く
な
り
、
外

の
業
者
に
土
地
を
貸
し
た
所
、
大

量
の
鶏
糞
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
、
棚
田
の
水
源
が
汚
染
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
高
根
の

人
た
ち
は
、
業
者
か
ら
土
地
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

そ
こ
に
ブ
ナ
を
植
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
た
ち
は
春
か
ら

共存の森ネットワーク

生
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
活
動

の
輪
は
、
卒
業
生
以
外
の
学
生
た

ち
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成

15
年
に
千
葉
県
市
原
市
の
里
山
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
が
始
ま
り
、

現
在
は
全
国
５
地
区
で
森
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

５
地
区
は
、
山
形
県
飯
豊
町
中

津
川
地
区
、
新
潟
県
村
上
市
高
根

集
落
、
千
葉
県
市
原
市
の
県
有
林

「
鶴
舞
創
造
の
森
」と
近
隣
の
山
小

川
集
落
、
愛
知
県
豊
田
市
椿
立
自

治
区
、
滋
賀
県
の
龍
谷
大
学
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
内「
龍
谷
の
森
」に
隣

接
す
る
堂
集
落
で
す
。

ブ
ナ
の
木
を
植
え
る

　

そ
の
１
つ
、
新
潟
県
の
高
根
集

落
で
は
、
平
成
19
年
の
春
、
集

落
の
人
た
ち
と
共
存
の
森
ネ
ッ
ト

森林ボランティア

●会員数　正会員：71人　賛助会員：20人（平成22年６月現在）
●森づくり活動フィールド　　山形県中津川地区、新潟県高根集落、千葉県市原市、
　　　　　　　　　　　　　愛知県豊田市、滋賀県龍谷大学瀬田キャンパス内
●活動日　各地区活動計画による
●ホームページ　http://www.kyouzon.org/

地域の未来を描く（新潟県高根集落）

都会の人たちにアピール、
活動の輪を広げる（東京朝市）

炭焼き名人に話を聞く
（愛知県椿立自治区）

森と共に生きてきた地域の歴史を知る（愛知県椿立自治区）

秋
に
か
け
て
毎
月
１
回
の
頻
度
で

高
根
に
通
い
、
ブ
ナ
の
下
草
刈
り

を
行
な
い
、
そ
の
生
長
を
観
察
し

記
録
し
て
い
ま
す
。
植
樹
し
た
ブ

ナ
が
森
に
な
る
50
年
先
ま
で
、
高

根
と
の
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
、
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
森
聞
き
」

　

平
成
20
年
か
ら
制
作
が
進
め
ら

れ
て
い
た
映
画「
森
聞
き
」（
制
作
：

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
エ
イ
シ
ア
、

監
督
：
柴
田
昌
平
）が
、
平
成
23

年
春
か
ら
、
全
国
数
か
所
で
一
斉

公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
映

画
は
、
第
７
回「
森
の
聞
き
書
き

甲
子
園
」に
参
加
し
た
４
組
の
高

校
生
と「
森
の
名
人
」と
の
出
会
い

を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

多
く
の
人
に
映
画
を
見
て
い
た

だ
き
、「
聞
く
こ

と
」か
ら
始
め
る

森
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ

て
い
き
た
い
と
、

共
存
の
森
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は

考
え
て
い
ま
す
。

地域の人たちと共に（愛知県椿立自治区）
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